
 

 

 

    

第
二
百
十
七
回
国
会
に
お
け
る
赤
澤
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
（
経
済
財
政
政
策
）
の
経
済
演
説 

   

   

令
和
七
年
一
月
二
十
四
日





 
 

 
 

一
．
は
じ
め
に 

 
石
破
総
理
は
、
施
政
方
針
演
説
に
お
い
て
、
「
危
機
管
理
を
確
立
し
、
賃
上
げ
と
投
資
が

牽
引

け
ん
い
ん

す
る
成
長
型
経
済
を
実
現

す
る
と
と
も
に
、
人
財
尊
重
を
基
軸
と
し
て
、
楽
し
さ
を
実
現
で
き
る
、
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
国
づ
く
り
」
を
目
指
す
と
い
う

決
意
を
明
ら
か
に
さ
れ
ま
し
た
。
我
が
国
は
、
か
つ
て
、「
強
さ
」
や
「
豊
か
さ
」
を
追
求
し
幾
多
の
国
難
を
乗
り
越
え
て
き

ま
し
た
が
、
直
面
す
る
人
口
減
少
に
伴
う
諸
課
題
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
新
た
に
、
国
民
一
人
一
人
に
と
っ
て
の
「
楽
し

さ
」
と
い
う
価
値
を
重
視
す
る
社
会
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

私
は
、
こ
う
し
た
認
識
の
下
、
全
て
の
国
民
の
皆
様
が
安
心
・
安
全
と
楽
し
さ
を
実
感
で
き
る
新
し
い
日
本
を
創
る
こ
と
を

目
指
し
、
経
済
財
政
政
策
担
当
大
臣
と
し
て
、
所
信
を
申
し
述
べ
ま
す
。 

 二
．
経
済
の
現
状
認
識
と
当
面
の
経
済
財
政
運
営 

（
経
済
の
現
状
認
識
） 

我
が
国
経
済
は
、
現
在
、
六
百
兆
円
超
の
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
、
三
十
三
年
ぶ
り
の
高
い
水
準
と
な
っ
た
賃
上
げ
が
実
現
す
る
な

ど
、
成
長
と
分
配
の
好
循
環
が
動
き
始
め
て
い
ま
す
。
そ
の
一
方
、
物
価
高
が
継
続
す
る
中
で
、
消
費
は
力
強
い
回
復
に
は
至

っ
て
お
ら
ず
、
あ
ら
ゆ
る
経
済
主
体
が
デ
フ
レ
マ
イ
ン
ド
を
払
拭
し
て
、
コ
ス
ト
カ
ッ
ト
型
経
済
か
ら
脱
却
し
、「
賃
上
げ
と

一 



 

 
 

投
資
が
牽
引
す
る
成
長
型
経
済
」
に
移
行
で
き
る
か
ど
う
か
の
分
岐
点
に
あ
り
ま
す
。 

 （
当
面
の
経
済
財
政
運
営
） 

こ
う
し
た
中
、
昨
年
十
一
月
に
は
、「
国
民
の
安
心
・
安
全
と
持
続
的
な
成
長
に
向
け
た
総
合
経
済
対
策
」
を
取
り
ま
と
め

ま
し
た
。「
日
本
経
済
・
地
方
経
済
の
成
長
」
、「
物
価
高
の
克
服
」
及
び
「
国
民
の
安
心
・
安
全
の
確
保
」
と
い
う
三
本
の
柱

の
取
組
み
を
実
行
し
ま
す
。
そ
の
裏
付
け
と
な
る
令
和
六
年
度
補
正
予
算
を
速
や
か
に
執
行
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
と
一
体

的
に
編
成
し
た
令
和
七
年
度
予
算
を
着
実
に
実
行
に
移
し
、
切
れ
目
の
な
い
経
済
財
政
運
営
を
推
進
し
ま
す
。 

こ
の
よ
う
な
当
面
の
経
済
財
政
運
営
の
効
果
も
勘
案
し
、
令
和
七
年
度
の
我
が
国
経
済
は
、
実
質
で
一
・
二
％
程
度
、
名
目

で
二
・
七
％
程
度
の
成
長
を
見
込
み
ま
す
。 

 三
．
日
本
経
済
・
地
方
経
済
の
成
長 

経
済
対
策
の
三
本
の
柱
に
沿
っ
て
、
具
体
的
な
取
組
み
を
申
し
述
べ
ま
す
。
第
一
の
柱
は
、
全
て
の
世
代
の
現
在
及
び
将
来

に
わ
た
る
賃
金
・
所
得
を
増
や
す
「
日
本
経
済
・
地
方
経
済
の
成
長
」
で
す
。 

 

二 



 
 

 
 

（
賃
上
げ
環
境
の
整
備
） 

ま
ず
、
足
元
の
賃
上
げ
に
向
け
た
環
境
の
整
備
に
つ
い
て
で
す
。
地
域
の
中
堅
・
中
小
企
業
を
含
め
、
物
価
上
昇
を
上
回
る

賃
上
げ
を
普
及
・
定
着
さ
せ
る
た
め
、
人
へ
の
投
資
、
価
格
転
嫁
等
の
取
引
適
正
化
、
Ｄ
Ｘ
等
の
省
力
化
投
資
等
を
通
じ
た
生

産
性
向
上
や
経
営
基
盤
の
強
化
に
資
す
る
事
業
承
継
・
Ｍ
＆
Ａ
の
支
援
に
取
り
組
み
ま
す
。 

最
低
賃
金
の
引
上
げ
を
後
押
し
し
、
二
〇
二
〇
年
代
に
全
国
平
均
一
五
〇
〇
円
と
い
う
高
い
目
標
の
達
成
に
向
け
、
た
ゆ

ま
ぬ
努
力
を
継
続
し
ま
す
。
こ
の
た
め
、
今
後
の
中
期
的
な
引
上
げ
方
針
に
つ
い
て
、
政
労
使
の
意
見
交
換
に
お
い
て
議
論
を

行
い
、
本
年
春
ま
で
に
、
最
低
賃
金
の
引
上
げ
に
向
け
た
対
応
策
を
取
り
ま
と
め
ま
す
。 

全
世
代
に
わ
た
る
リ
・
ス
キ
リ
ン
グ
、
ジ
ョ
ブ
型
人
事
の
導
入
や
労
働
移
動
の
円
滑
化
か
ら
な
る
三
位
一
体
の
労
働
市
場

改
革
を
推
進
し
ま
す
。 

賃
上
げ
原
資
の
確
保
に
資
す
る
価
格
転
嫁
は
一
定
程
度
進
捗
し
、
人
件
費
の
比
率
が
高
い
サ
ー
ビ
ス
の
価
格
も
上
昇
し
て

き
て
い
ま
す
。
価
格
転
嫁
を
更
に
徹
底
す
る
た
め
、
発
注
者
・
受
注
者
間
の
取
引
の
実
態
調
査
の
結
果
等
を
踏
ま
え
、
公
正
取

引
委
員
会
を
中
心
と
し
て
、
下
請
代
金
支
払
遅
延
等
防
止
法
の
執
行
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
コ
ス
ト
が
上
昇
す
る
中
で
の

価
格
の
据
置
き
等
の
不
適
切
な
ケ
ー
ス
に
対
応
す
る
た
め
、
今
国
会
に
同
法
の
改
正
案
を
提
出
し
ま
す
。 
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（
地
方
創
生
２
．
０
） 

地
方
創
生
は
、「
楽
し
い
日
本
」
を
実
現
す
る
た
め
の
政
策
の
核
心
で
す
。
賃
金
・
所
得
の
増
加
を
全
国
津
々
浦
々
に
波
及

さ
せ
る
と
と
も
に
、
元
気
な
地
方
か
ら
元
気
な
日
本
を
つ
く
る
試
み
を
全
国
的
に
広
げ
て
い
く
た
め
、
今
後
十
年
間
集
中
的

に
取
り
組
む
「
基
本
構
想
」
を
策
定
し
た
上
で
、「
地
方
創
生
２
．
０
」
を
展
開
す
る
こ
と
と
し
、
そ
れ
に
先
立
ち
、
令
和
七

年
度
の
地
方
創
生
の
交
付
金
は
、
本
年
度
比
で
倍
増
と
な
る
二
千
億
円
を
計
上
し
ま
し
た
。 

地
域
の
産
官
学
金
労
言
が
連
携
し
、
知
恵
と
情
熱
を
活
か
し
て
潜
在
力
を
引
き
出
そ
う
と
す
る
取
組
み
と
し
て
、
例
え
ば
、

Ｗ
ｅ
ｂ

３
ス
リ
ー

、
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
技
術
、
Ｎ
Ｆ
Ｔ
と
い
っ
た
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
、
地
域
資
源
の
ア
ナ
ロ
グ
の
価
値
を

大
幅
に
高
め
、
新
た
な
需
要
創
出
に
つ
な
げ
る
取
組
み
を
後
押
し
し
ま
す
。 

「
地
方
創
生
２
．
０
」
で
は
、
か
つ
て
の
優
良
な
取
組
事
例
が
特
定
の
地
域
と
い
う
「
点
」
に

止 と

ど

ま
っ
た
と
い
う
反
省
も

踏
ま
え
、
今
後
、
面
的
な
広
が
り
を
生
み
出
す
た
め
、「
地
方
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
生
構
想
」
及
び
「
広
域
リ
ー
ジ
ョ
ン
連
携
」

を
推
進
し
ま
す
。
こ
れ
ら
に
、「
若
者
や
女
性
に
も
選
ば
れ
る
地
方
」
づ
く
り
、「
産
官
学
の
地
方
移
転
と
創
生
」
及
び
「
新
時

代
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
」
を
合
わ
せ
、
五
本
の
柱
か
ら
な
る
「
令
和
の

日
本

に
っ
ぽ
ん

列
島
改
造
」
と
し
て
、
大
胆
な
変
革
を
起
こ
し
て

ま
い
り
ま
す
。 
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（
「
投
資
立
国
」
及
び
「
資
産
運
用
立
国
」
の
実
現
） 

将
来
の
賃
金
・
所
得
を
増
や
す
た
め
、
成
長
分
野
に
お
い
て
、
思
い
切
っ
た
官
民
連
携
の
投
資
が
行
わ
れ
る
「
投
資
立
国
」

に
向
け
た
取
組
み
と
合
わ
せ
、
貯
蓄
か
ら
投
資
へ
の
流
れ
を
確
実
な
も
の
と
し
、
国
民
の
資
産
形
成
を
後
押
し
す
る
「
資
産
運

用
立
国
」
の
取
組
み
を
推
進
し
、
我
が
国
経
済
を
高
付
加
価
値
創
出
型
の
成
長
型
経
済
へ
と
転
換
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

科
学
技
術
の
振
興
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
促
進
、
Ｇ
Ｘ
や
Ａ
Ｉ
・
半
導
体
に
関
す
る
国
内
投
資
の
促
進
、
宇
宙
・
海
洋
分
野

の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
開
拓
に
取
り
組
む
ほ
か
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
へ
の
支
援
を
充
実
し
ま
す
。
特
に
、
我
が
国
が
再
び
世
界
の
半

導
体
市
場
を
牽
引
で
き
る
よ
う
、
ラ
ピ
ダ
ス
を
始
め
、
未
来
に
挑
戦
す
る
半
導
体
産
業
を
強
力
に
支
援
し
ま
す
。
ま
た
、
Ｎ
Ｉ

Ｓ
Ａ
や
ｉ
Ｄ
ｅ
Ｃ
ｏ
の
充
実
等
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

 （
海
外
の
経
済
活
力
の
取
り
込
み
及
び
経
済
連
携
の
推
進
） 

私
は
、
一
月
二
十
一
日
に
開
催
さ
れ
た
ダ
ボ
ス
会
議
に
お
い
て
、
人
口
減
少
下
に
あ
る
我
が
国
は
、
人
手
不
足
に
直
面
す
る

一
方
で
、
諸
外
国
の
よ
う
に
失
業
率
の
上
昇
を
心
配
す
る
こ
と
な
く
、
賃
上
げ
や
生
産
性
向
上
に
注
力
で
き
る
。
政
治
に
お
い

て
も
、
少
数
与
党
の
状
況
で
は
、
む
し
ろ
、
幅
広
い
国
民
の
皆
様
の
納
得
と
共
感
が
得
ら
れ
る
政
策
を
導
き
出
す
こ
と
が
で
き

る
。
正
に
、
ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
に
変
え
る
絶
好
機
を
迎
え
る
日
本
は
、
今
後
、
大
い
に
「
買
い
」
で
あ
る
、
そ
し
て
、
内
外
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の
要
人
に
対
し
、
本
年
開
催
さ
れ
る
大
阪
・
関
西
万
博
に
、
多
く
の
方
々
に
御
来
場
い
た
だ
き
た
い
と
訴
え
て
ま
い
り
ま
し

た
。 海

外
の
経
済
活
力
を
取
り
込
む
た
め
、
対
日
直
接
投
資
の
拡
大
に
強
力
に
取
り
組
み
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
農
林
水
産
品
の
輸

出
や
中
小
企
業
の
海
外
展
開
を
促
進
す
る
ほ
か
、
諸
外
国
と
の
経
済
連
携
を
強
化
し
ま
す
。
特
に
、
自
由
貿
易
や
開
か
れ
た
競

争
的
市
場
、
ル
ー
ル
に
基
づ
く
貿
易
シ
ス
テ
ム
及
び
経
済
統
合
を
更
に
促
進
し
て
い
く
上
で
大
き
な
意
義
を
有
す
る
Ｃ
Ｐ
Ｔ

Ｐ
Ｐ
に
つ
い
て
は
、
コ
ス
タ
リ
カ
の
加
入
交
渉
や
協
定
内
容
の
見
直
し
等
を
通
じ
、
自
由
で
公
正
な
経
済
秩
序
の
維
持
・
拡
大

に
向
け
、
引
き
続
き
、
我
が
国
と
し
て
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
発
揮
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

 四
．
物
価
高
の
克
服 

第
二
の
柱
は
、
誰
一
人
取
り
残
さ
れ
な
い
形
で
、
成
長
型
経
済
へ
の
移
行
に
道
筋
を
つ
け
る
「
物
価
高
の
克
服
」
で
す
。 

当
面
の
措
置
と
し
て
追
加
的
に
実
施
す
る
低
所
得
世
帯
へ
の
給
付
金
の
支
援
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
市
区
町
村
で
給
付
に

向
け
た
手
続
き
を
進
め
て
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
給
付
事
務
を
担
う
市
区
町
村
に
は
、
支
援
を
迅
速
に
お
届
け
で

き
る
よ
う
、
一
層
の
お
力
添
え
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
や
灯
油
を
使
用
す
る
生
活
者
や
事
業
者
、
医
療
・
介
護
・
保
育
施
設
等
へ
の
支
援
、
学
校
給
食
費
の
支
援
な
ど
、
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地
域
の
実
情
に
応
じ
た
き
め
細
か
い
物
価
高
対
策
を
引
き
続
き
講
じ
て
ま
い
り
ま
す
。 

 五
．
国
民
の
安
心
・
安
全
の
確
保 

第
三
の
柱
は
、
成
長
型
経
済
を
支
え
る
「
国
民
の
安
心
・
安
全
の
確
保
」
で
す
。 

梨
の
一
大
産
地
で
あ
る
鳥
取
県
で
は
、
そ
の
生
産
に
必
要
と
な
る
花
粉
を
輸
入
に
依
存
せ
ず
、
自
ら
花
粉
専
用
樹
を
計
画

的
に
育
成
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
果
樹
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
す
「
火
傷
病

か
し
ょ
う
び
ょ
う

」
の
世
界
的
な
感
染
拡
大
を
受
け
、

発
生
国
産
の
花
粉
の
輸
入
が
禁
止
さ
れ
て
も
、
梨
の
生
産
を
安
定
的
に
継
続
す
る
こ
と
が
で
き
た
だ
け
で
な
く
、
花
粉
の
調

達
が
困
難
な
他
産
地
に
も
供
給
し
、
そ
れ
ら
の
生
産
を
支
え
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
鳥
取
県
が
我
が
国
の
食
料
安
全
保
障
に
も
寄

与
し
た
危
機
管
理
の
取
組
事
例
で
す
が
、
私
は
、
平
時
か
ら
の
備
え
を
万
全
に
し
て
お
く
こ
と
は
、
成
長
型
経
済
へ
の
移
行
に

向
け
た
必
須
の
条
件
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。 

 （
防
災
・
減
災
・
国
土
強
靱
化
） 

東
日
本
大
震
災
、
令
和
六
年
能
登
半
島
地
震
等
の
自
然
災
害
か
ら
の
復
旧
・
復
興
、
避
難
所
環
境
の
整
備
な
ど
、
防
災
・
減

災
・
国
土
強
靱
化
の
取
組
み
を
推
進
し
ま
す
。
人
命
・
人
権
最
優
先
の
「
防
災
立
国
」
を
実
現
す
る
た
め
、
令
和
七
年
度
に
は
、

七 



 

 
 

内
閣
府
防
災
担
当
の
機
能
を
予
算
・
人
員
の
両
面
か
ら
抜
本
的
に
強
化
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
そ
の
上
で
、
災
害
発
生
時
の

司
令
塔
機
能
を
更
に
強
化
す
る
と
と
も
に
、
防
災
業
務
の
企
画
立
案
機
能
を
飛
躍
的
に
高
め
、
平
時
か
ら
万
全
の
備
え
を
行

う
「
本
気
の
事
前
防
災
」
に
取
り
組
む
た
め
、
令
和
八
年
度
中
の
防
災
庁
設
置
に
向
け
、
準
備
を
加
速
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

 （
全
世
代
型
社
会
保
障
・
少
子
化
対
策
） 

今
後
、
本
格
的
に
人
口
減
少
が
進
み
、
超
高
齢
社
会
に
入
っ
て
い
く
中
に
あ
っ
て
は
、
国
民
の
皆
様
に
安
心
し
て
い
た
だ
け

る
社
会
保
障
制
度
を
構
築
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。
現
役
世
代
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
若
者
・
子
育
て
世
代
へ
の
支
援

を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
増
加
す
る
社
会
保
障
給
付
を
重
点
化
・
効
率
化
し
つ
つ
、
能
力
に
応
じ
て
皆
で
支
え
合
う
仕
組
み
を

構
築
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

女
性
や
高
齢
者
の
皆
様
も
含
め
て
、
全
て
の
国
民
が
意
欲
や
能
力
に
応
じ
て
楽
し
く
働
き
続
け
る
こ
と
が
可
能
と
な
れ
ば
、

生
涯
所
得
が
増
え
る
ほ
か
、
健
康
寿
命
の
延
伸
や
幸
福
度
の
向
上
に
つ
な
が
る
こ
と
も
期
待
さ
れ
ま
す
。
働
き
方
に
中
立
的

な
社
会
保
障
制
度
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
必
要
な
労
働
力
を
確
保
し
つ
つ
、
支
え
手
を
増
や
し
ま
す
。 

こ
う
し
た
方
向
性
の
下
、
全
世
代
型
社
会
保
障
を
構
築
す
る
た
め
の
改
革
工
程
に
掲
げ
ら
れ
た
具
体
的
な
改
革
項
目
に
つ

い
て
、
被
用
者
保
険
の
更
な
る
適
用
拡
大
な
ど
、
実
現
で
き
る
も
の
か
ら
着
実
に
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
少
子
化
へ
の
対
応
は
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地
方
創
生
と
表
裏
一
体
を
な
す
も
の
で
あ
り
、
「
若
者
や
女
性
に
も
選
ば
れ
る
地
方
」
を
構
築
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

 六
．
経
済
財
政
運
営
の
基
本
的
考
え
方
（
経
済
の
再
生
と
財
政
健
全
化
） 

こ
こ
ま
で
申
し
述
べ
た
対
応
を
含
め
、
引
き
続
き
、「
経
済
あ
っ
て
の
財
政
」
と
の
考
え
方
の
下
、
経
済
財
政
運
営
を
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。 

本
年
一
月
の
「
中
長
期
の
経
済
財
政
に
関
す
る
試
算
」
で
は
、
二
〇
二
五
年
度
の
国
・
地
方
の
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
は

黒
字
化
し
な
い
も
の
の
、
二
〇
〇
一
年
度
に
目
標
を
掲
げ
た
以
降
、
最
も
赤
字
幅
が
縮
小
す
る
見
通
し
を
示
し
ま
し
た
。
財
政

状
況
は
、
着
実
に
改
善
し
て
い
ま
す
。
潜
在
成
長
率
の
引
上
げ
に
重
点
を
置
い
た
対
応
を
進
め
る
と
と
も
に
、
歳
出
・
歳
入
両

面
の
改
革
を
継
続
し
ま
す
。「
経
済
・
財
政
新
生
計
画
」
の
枠
組
み
の
下
、
骨
太
方
針
二
〇
二
五
に
お
い
て
、
早
期
の
プ
ラ
イ

マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
黒
字
化
の
実
現
を
含
め
、
今
後
の
財
政
健
全
化
に
向
け
た
取
組
み
を
示
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

 七
．
む
す
び 

私
は
、
人
口
が
全
国
で
最
も
少
な
い
地
元
「
鳥
取
県
か
ら
の
地
方
創
生
」
を
実
現
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
先
の
総
選
挙

で
も
、
最
低
賃
金
の
近
傍
で
働
き
、
年
収
が
二
百
万
円
に
満
た
な
い
と
見
ら
れ
る
地
元
の
若
者
や
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
の
方
々
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か
ら
、
「
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
差
し
迫
っ
た
要
望
を
頂
き
ま
し
た
。 

生
活
保
護
を
受
け
ず
に
働
く
と
い
う
決
断
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
明
日
の
心
配
な
く
暮
ら
し
て
い
け
な

い
と
い
う
現
状
を
必
ず
変
え
る
。
こ
れ
は
、
政
治
の
重
大
な
使
命
で
す
。
地
方
創
生
の
取
組
み
に
よ
っ
て
地
域
の
稼
ぐ
力
を
高

め
る
と
と
も
に
、
鳥
取
県
を
含
む
最
低
賃
金
が
低
い
多
く
の
地
域
は
も
と
よ
り
、
全
都
道
府
県
の
水
準
を
引
き
上
げ
、
全
て
の

働
く
国
民
の
皆
様
が
、
明
日
の
心
配
の
な
い
生
活
を
営
め
る
よ
う
に
し
た
い
。
働
く
こ
と
が
で
き
な
い
国
民
の
皆
様
も
、
し
っ

か
り
お
支
え
し
た
い
。
そ
う
し
た
強
い
思
い
を
持
っ
て
、
今
日
ま
で
政
治
活
動
を
続
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

私
は
現
在
、
石
破
内
閣
に
お
い
て
、
現
行
憲
法
下
初
の
「
賃
金
向
上
担
当
大
臣
」
を
拝
命
し
て
い
ま
す
。
人
手
不
足
が
常
態

化
す
る
中
に
あ
っ
て
、
最
低
賃
金
を
二
〇
二
〇
年
代
に
全
国
平
均
で
一
五
〇
〇
円
ま
で
引
き
上
げ
る
と
と
も
に
、
地
域
間
の

格
差
を
是
正
す
る
。
私
に
切
実
な
お
声
を
寄
せ
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
と
の
約
束
を
果
た
す
た
め
に
も
、
こ
の
目
標
の
達
成
に

向
け
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
る
所
存
で
す
。 

国
民
の
皆
様
、
議
員
各
位
の
御
理
解
と
御
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

十 


